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令和３年 国家試験 解答 １

SQL（Structured Query Language）
構造化問い合わせ言語
データベースのデータを操作する言語

HTML（HyperText Markup Language）
ホームページを作成する言語。
インターネット上のウェブページは、HTMLで
作成されている。





UNIX（ユニックス）

1970年代に米国電電公社ATTベル研究所で開発された
コンピュータ用のOS（オペレーティングシステム）。
UNIX開発のために、プログラミング言語C言語も開発された。

現在のOS（Linux、Windows等）の原型。

Telnet（テルネット Teletype network）

サーバーを別のパソコンで遠隔操作する通信システム。
主にホームページを作成、編集するときに使う。
別のパソコンからインターネットを介して
サーバー上のウェブページ内容を編集できる。
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磁気センサ

ホール効果

電流を流した物体に電流と

直行する磁場をかけると、

電流と磁場に直行する

方向に別の電場が発生する。

ホール素子

この現象を半導体の中で行うと、半導体に加わった

磁力を測定するセンサを作ることができる。

磁場計測用のトランスデューサ。MRI装置に必要。
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コンデンサの単位 ： ファラッド ( F )
コンデンサが蓄える静電容量（キャパシタンス）の限度。

capacitance 【名】 静電容量 capacity 【名】 収容能力

１対の金属板に、それぞれプラスマイナス１（Ｃ）の
電荷量が蓄えられた状態で１（Ｖ）の電圧を示す
コンデンサの静電容量を１（Ｆ）とする。

静電容量Ｃ（Ｆ）のコンデンサの
端子間電圧がＥ（Ｖ）のとき、
蓄えられた電荷量Ｑ（Ｃ）は

Ｑ＝ＣＥ Ｃ＝Ｑ／Ｅ
（電圧が１Ｖのときは、Ｑ＝Ｃ ）

コンデンサの電荷量が静電容量
に達すると、直流電流を通さない。





インダクタンス （コイル）の単位 ： ヘンリー ( Ｈ )
コイルに流れる電流が１秒間に１(Ａ)変化したときに

コイルに発生した電圧が１(Ｖ)のとき、

コイルの（１巻き分の）インダクタンス L を１(Ｈ)とする。

インダクタンス L （誘導係数 Inductance）
コイルに流れる電流の変化で、コイル内部の磁界が
変化し、コイルに電圧（起電力）が発生する性質

起電力（V) ＝ ｎ L d I／ｄｔ （n は巻き数）

（＝ インダクタンス ｘ 電流の１秒間の変化）
電流の変化率が大きいときに高い電圧が生じる
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